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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府立花園高等学校
校長 久郷　正征

令和６年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	「誠実・努力・協調」を校訓として掲げ、生徒も教職員も健康で生き生きと学び続ける自分にとっての「最高」の学校。与えられた生命の可能性を伸張し、能力を最大限に発揮する知性と感性を育み、国際社会の中で適切な判断、意思決定、社会参画ができ、人とつながり、心豊かに次代を生きる力をはぐくむ教育を実践する。
1． 学び続ける意欲と態度を養い、確かな学力を身につけ、高い志を持って将来を見据えた進路を切り拓き、自らの人生を創造する力をはぐくむ。
2． あらゆる教育活動を通して人権感覚を高め、「誠実に生きる力、努力し続ける力、協調する力」を身につけた豊かでたくましい人間性をはぐくむ。
3． 豊かな国際感覚と優れた外国語運用能力を身に付け、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となる人材を育成する。


２　中期的目標
	１．学び続ける意欲と態度、確かな学力の育成
（１）授業力向上の取組み
ア　新学習指導要領や高大接続改革を踏まえた「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業の研究・開発・実践を組織的に進める。
イ　包括的な教育ビジョンに位置づけられた教科指導の学習達成目標及び評価指標を共有し、計画・実践（指導）・評価・改善（PDCA）を繰り返し、不断の授業改善に取り組む。
ウ　１人１台端末を利用した学習環境を整備し、これまでの教育実践にICTを取り入れ、一斉学習、個別学習及び協働学習を効果的に組み合わせた学びを開発・実践する。
エ　授業アンケートの結果を踏まえた改善を進め、互見授業・公開授業・校内外の研究授業等を通じて組織的な授業力向上の取組みを進める。
（２）学習到達度の把握と学力伸張の取組み
ア　１年次から学力生活実態調査、模擬試験等を利用して学習到達度を把握し、教科・学年・分掌が協働して基礎学力定着と応用的学力伸張に取り組む。
イ　授業において、「復習・予習→授業→復習・予習」のサイクルを日々行う意識を根付かせ、学び続ける力をつける。
（３）自学自習の習慣を確立する取組み
ア　生徒が主体的に個別の学習到達目標を設定し、１年次から自学自習が学力伸張に繋がる実感が持てるように持続可能な学習支援を効果的に行う。
イ　小テスト・朝学・補習・講習・週末課題など、これまでの教育実践がより効果的な学習になるようにICTを取り入れ、学習動画配信やオンライン学習の開発・実践に取り組む。　　
ウ　学校経営推進費整備事業（R３）の「花園高校図書学習情報センター」を効果的に運用して以下のミッションを達成し、生徒のあらゆる学びを支援するシステムを構築する。
①「情報発信スタジオ」を整備し、教員によるオンライン教材の開発に資するとともに、国内外複数地域との同時接続による交流、本校舎普通教室へのライブ配信などの機能を
授業等で積極的に活用し、生徒の思考力・判断力・表現力及び主体的な態度を養う。同時に撮影した動画をアーカイブ化し学習教材として活用する。
②「校内教育資料横断検索システム」を構築し、図書館や各教科準備室保管の書籍、探究発表や学校行事の映像や文書、各教科等の学習動画をアーカイブ化し、本校での日々の
教育活動の全容を横断的に関連付けて、検索・閲覧できる素材を収集する。また、各資料には資料管理者や教員が付ける検索タグの他に、生徒が記述可能なタグ領域を用意し、
資料の有機的な結合を促進する。　　　　　
③「生徒が読みたい本」「生徒に読ませたい本」を整備し、読書活動を啓発し、読書によって教養を身につける経験をさせ、自主的な読書活動を支援する。
　　　　＊学力生活実態調査における学力（２年次２回め）B２以上40％（R３：21.7％、R４：20.0％、R５：38.0％）、B３以上80％（R３：60.0％、R４：45.1％、R５：71.0％）
＊「生徒向け学校教育自己診断（以下生徒自己診断）」令和８年度までに
「授業などで自分の考えをまとめたり、発表したりすることがよくある」90％以上（R３：78％、R４：85％、R５：89%）、
「教え方に工夫をしている先生が多く、授業は分かりやすい」85％以上（R３：77％、R４：84％、R５：83％）、
「コンピュータ等のICT機器が授業などで活用」95％以上を維持（R３：91％、R４：95％、R５：93％）、
「授業・補習を通じて、進路に必要な学力を得ることができる」90％以上（R３：88％、R４：88％、R５：87%）、
「態度よく集中して授業を受ける」88％以上（R３：84％、R４：87％、R５：86％）、
「宿題・予習・復習など、家庭学習の習慣がついている」62％以上（R３：60％、R４：59％、R５：59％）、
＊令和８年度に向け、年間図書貸出冊数を前年比1.1倍増を続ける。
２．将来を見据えた進路を切り拓く力の育成
（１）進路指導体制の構築
ア　新学習指導要領や高大接続改革を踏まえた３年間の進路指導計画を策定し、教科・学年・分掌の協働による全教職員が一体となって取り組む進路指導体制を構築する。
イ　大学や企業など外部の様々な職業人を講師として招聘し、または、訪問して学ぶ機会を安定して供給できる体制を整える。
（２）探究的学習の推進
ア　「第４次大阪府子ども読書活動推進計画」に則り、SDGs探究活動や進路探究学習に読書活動を積極的に取り入れ、インターネットによる情報のみに頼らない、確かなエビデン
スに基づく探究的学習を実践し、自らの進路を切り拓く力を育成する。
イ　「総合的な探究の時間」や「花園進路探究プログラム」等で自発的に学び探究する能力を引き出し、全生徒が探究活動を通じて成長した実感が持てるよう指導する。
ウ　SDGsに係る探究活動において、当事者に共感し、真に当事者意識を持って課題解決する能力を養い、未来を創造する力を育成する。
　　　＊生徒自己診断　令和８年度
「将来の進路や生き方について考える機会がある」92％以上（R３：90％、R４：91％、R５：91％）、
「探究的な学習を積極的に取り組む」82％以上（R３：76％、R４：80％、R５：75％）、
「自分の進路についてしっかりと考えている」84％以上（R３：82％、R４：79％、R５：78％）、
＊国公立大学及び難関私立大学現役合格者250名以上（R３：317、R４：178、R５：）、学校斡旋就職内定率100％。
３．人権が尊重された教育の推進と社会性の育成
（１）自己とあらゆる他者の人権を尊重し、多様性を認め、高め合う感性の育成
　　ア　互いに理解し繋がる力を育成し、誰もが自分の居場所がある集団育成に取り組む。
　　イ　関係教科と連携し、組織的・継続的な指導を行い、情報リテラシーを育成する。
　（２）社会性の育成
ア　TPOに応じ、責任感を持って行動できる生徒を育成する。
　　イ　校内美化を推進し、落ち着いて学習に取り組むための清潔で快適な学習環境を保つ。
　（３）自主的な活動への参画
　　ア　生徒会活動やボランティア活動に協調性を持って積極的に取り組む生徒を育成する。
　　イ　部活動に所属して生徒が主体的に個性や能力を伸長する機会を確保し、目標を持って継続して取り組む生徒を育成する。
　＊生徒自己診断　令和８年度
「本校で人権を尊重することについて学べている」92％以上を維持（R３：90％、R４：92％、R５：92％）、
「HR教室は居場所として快適である」90％以上を維持（R３：89％、R４：91％、R５：89％）、「本校で友好的な人間関係を築けている」95％以上を維持（R３：94％、R４：93％、R５：95％）、「本校の校則や決まりをよく守っている」95％以上を維持（R３：94％、R４：94％、R５：95％）、
「教室や廊下などは清掃がいきとどき授業をするのにふさわしい環境である」74％以上（R３：69％、R４:72％、R５：68％）、
「HR活動や生徒会行事に積極的に参加」88％以上を維持（R３:84％、R４:89％、R５：88％）、「部活動が活発」90％以上を維持（R３:94％、R４：94％、R５：94％）
４．豊かな国際感覚と優れた外国語運用能力の育成
（１）多文化理解教育の一層の充実
　　ア　留学生や姉妹校との交流（WEBを含む）や多文化理解に係る体験的学習を推進し、多文化共生について深く考え、課題の解決に協働して向かう姿勢を養う。
　　イ　英語や第二外国語（韓国朝鮮語・中国語・フランス語）の授業等を通して、異国の文化や伝統等を学び理解し尊重する態度を養う。
（２）英語４技能を総合的に伸ばす英語教育の充実（国際文化科・普通科）
ア　ICTを活用し、４技能を総合的に伸ばす指導方法を開発するとともに、ネイティブ英語教員を最大限にいかした英語教育を実践する。
イ　スピーチコンテストやインターナショナル・フェスティバル等で発表する機会を積極的に取り入れる。
ウ　英語運用能力について、CEFR-JのA2.2以上を目標とするとともに、第二外国語の語学検定試験、英検準１級等資格取得に挑戦させる。
エ　国際理解教育を推進し、生徒の視野を広げ、海外語学研修や留学に挑戦させる。
＊生徒自己診断　令和８年度　「国際交流・国際理解教育が充実」95％以上（R３：87％、R４：91％、R５：90％）
＊令和８年度までに、国際文化科３年次12月CEFR-JスコアB1.1以上50％、A2.2以上100％（R４：B1.1以上46％、A2.2以上100％、R５：B1.1以上46％、A2.2以上100％）
５．学校力の向上
（１）業務の効率化と生産性を向上させる仕組みづくり及び働き方改革の推進
ア　教科・学年・分掌の持続可能な協働体制を確立し、すべての教職員が主体的に学校経営に参画する意欲を持つ教職員集団を組織する。
イ　人権教育や防災教育の推進、授業改革やオンライン学習支援の充実、生徒指導や進路指導のスキル向上など教職員の資質向上に寄与する研修を効果的に実施する。
ウ　ICTソリューションを活用した会議運営及び情報共有の効率化を図るとともに全校一斉定時退庁日を定着させ、働き方改革を推進する。
（２）広報活動の充実、開かれた学校づくりの推進
ア　学校説明会等における「花園PRESS」活動やWEBページの充実、及び、地域・中高・高大の連携を推進する。
＊教職員自己診断　令和８年度
「会議が有効に機能」70％以上（R３：51％、R４：66％、R５：70％）、「各組織の連携」50％以上（R３：40％、R４：58％、R５：45％）、
「校内研修は役立つ」70％以上（R３：58％、R４：70％、R５：66％）、「中学生への情報発信」90％以上を維持（R３：87％、R４：96％、R５：87％）、
「保護者や地域に対して十分な情報を伝えている」80％以上（R３：84％、R４：78％、R５：74％）、　
＊保護者自己診断「保護者への連絡や情報提供を積極的に行っている」85％以上（R３：79％、R４：84％、R５：79％）。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和　６年　12月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	今年度、生徒の自己診断結果肯定率80％以上の項目が26項目あり前年比10％以上増減した項目はなく良好な結果を保っている。また、生徒の授業に対する評価は昨年度と大きな変化はなく高い支持を得ている。

「８：授業などで自分の考えをまとめたり、発表したりすることがよくある。」肯定率91％。これを１・２年だけで見ると平均肯定率94％で、より満足度の高い授業が行われていることがわる。「10：授業・補習を通じて、自分の進路にとって必要な学力を得ることができる。」肯定率91％、「９：教え方に工夫をしている先生が多く､授業はわかりやすい。」肯定率88％、この結果からわかるように生徒の授業に対する評価は高い支持を得ている。
「13：私は、宿題・予習・復習など、家庭学習の習慣がついている。」のち、肯定率１年生（59％）、２年生（60％）は、昨年度より上がっているが、家庭学習の習慣をつけることが必要。自習室・図書室などで勉強している生徒も増え、数値としては前年より若干上昇した。家庭学習においても動画視聴による学習支援を活用するなど、この数値を上げていきたい。

保護者の自己診断結果は、肯定率80％以上の項目が18項目、肯定率60％以下の項目は２項目であった。このうち「４：花園高校の施設・設備はよく整備されている。」（51％）学校では生徒の安全を鑑み、年３回安全点検を行っている。「７：こどもには、宿題・予習・復習など、家庭学習の習慣がついている。」肯定率51％について、生徒のアンケート同様、この項目の肯定率は高いものではなかったが、前年度の48％から３ポイントは上がっている。生徒が学習意欲を持つことのできるきっかけ作りをしていくことと、日々の学習習慣を身に着けるように働きかけていく。

教職員の自己診断結果は、10項目で肯定率80％以上、２項目が肯定率50％以下であり、肯定率の低い２項目は「３：教室や廊下などは清掃がいきとどき、授業をするのにふさわしい環境である。（32％）」「15：本校生徒は、校則をよく守り、社会通念上許容される「身だしなみ」で登校している。（32％）」であった。
一方、昨年肯定率の低かった「５：本校では興味・関心・適性・進路などに応じた科目が選択できるようになっている。」は15％増、「16：いじめ（疑いを含む）が起こった時の体制が整っており、迅速に対応することができている。」11.2％増となり改善された。３について、教室清掃は毎日行っているが、私物をロッカーに保管し、教室内には放置せず自己管理するなど、授業の受けやすい環境にしていくこを意識していきたい。15については社会に出てから必要になるであろうTPOや着こなし等の「身だしなみ」について教えることで、肯定率の上昇につなげる。また、校則等については、校内で生徒指導の意識を統一し、指導していく。















	【第１回（R６／６／21】
○令和６年度学校経営計画について
　・R５年度学校教育自己診断では、生徒、保護者の評価は概ね高数値を維持している。学校経営計画に大きな変更はなく、成果指標の数値目標について、高い水準を維持できる学校運営に期待したい。
○今年度の学校運営について
　・公立高校の半数近くが定員われの状況の中、定員を確保して行くため、花園高校を魅力のある学校として情報を発信していくことが重要である。志願者数増に向けた競争は激化しており、広報活動は学校全体で取り組んでいく必要がある。具体的にはホームページの充実や学校説明会の開催回数や時期及びＳＮＳの活用についても検討をする必要がある。
○LGHSについて
　・１人１台端末や電子黒板付きプロジェクターの有効活用に向け、校内での相互授業見学や他校への公開授業による情報発信等、生徒と教員が有効に使いこなせるスキルを身に着ける必要がある。
○令和５年度進路実績について
・私立大学は年内に7,8割の定員を埋めようとする傾向にある。オープンキャンパスや入試説明会に参加させ、進学先とのミスマッチを防ぐことが、行きたい大学・行きたい学部を選択することにつながり、一般入試や共通テストを受験する生徒の増加につながるのではないか。
【第２回R６／10／25】
○働き方改革について
　・時間外勤務80時間以上の教員は大幅に減少している。中学校では部活動を熱心に指導してくださる先生方が多く、時間外勤務の時間数が増え、難しい面もある。保護者としては家庭と学校の連携を考えると定時退庁で電話がつながらなくなるのは不安を感じる。もちろん先生方の個人や家庭のことも大事にしてももらいたいのですが・・改革の前提として教育の質を下げないことが大事。具体的には教員の人数を増やすなどの教育の質の向上や一方でマニュアル作成をし、業務を効率化することが働き方改革につながる。
○第１回授業アンケート結果（生徒がわかるための授業）について
・教育現場において、新しいものを取り入れるアレルギーに対する懸念は必ずある。その中で花園高校のようなパイロット校の役割は大きいと思う。本日の授業見学で電子黒板を使用していなかった授業も見受けられたが、教育センターなどで利用方法などをしめしている。授業をより深い学びの時間とするためにも利用していく必要がある。生徒が良い表情で授業を受けていた。プレゼンテーションソフトを使っている授業も多くみられ、学校としてよい傾向にあると思う。アンケート結果の家庭学習の取り組みの数値の低さが気になる。穿った見方をすると、教員の働き方改革が影響しているのではないか。家庭での学習時間を多くすることで、結果、しっかりとできている生徒は授業も理解できるが、そうでない生徒は授業についていけなくなることもあり、それは、進路保障にもつながるのでは。また、生徒たちの家庭学習への意識を高めるための仕掛けを学校としてどう作っていくのかも検討していく必要がある。
【第３回R７／２／７】
〇第２回授業アンケート結果と学校教育自己診断結果について
　　授業アンケートは１回目から２回目への肯定率上昇が大きい。これについては十分高い。
学校教育自己診断結果については、入学してよかったと感じている生徒が昨年より増えていることは良い。自学自習の項目が伸びると進路にもつながると思う。校則には納得しているが、周りに流されてしまう生徒が増えているよう。身だしなみについては、私服OKなのであえて縛る必要はないのではないかと思う。
〇学校経営計画　令和６年度評価と令和７年度計画について
　　学力の二極化が進んでいると考えられる。学習に対する自主性・主体性を育む必要背がある。英語運用能力について、CEFR-Jは来年度以降英検に置き換えて目標設定する。英検指導には外部人材も活用し、合格率向上の後押しをする方法もある。図書館の利用については図書委員会活動を活用すればどうか。
　　令和７年度計画については、全体を通して異議なし。




３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標[R４年度値]
	自己評価



	１　学び続ける意欲と態度、確かな学力の育成
	（1） 授業力向上の取組み












（2） 学習到達度の把握と学力伸張の取組み






（3） 自学自習の習慣を確立する取組み


	ア　「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業
　　研究・実践を教科内で共有し、教職員が随時閲
覧可能なアーカイブ化を行う。

イ　「観点別学習状況の評価」の運用を円滑に実践
し、分析と課題を全体で共有し授業改善に努め、
生徒の学びを深化させる指導と評価の一体化を
進める。
ウ　ICTを活用した効果的で効率の良い授業を開
発・実践する。

エ　リーディングGIGAハイスクール・アドバンス校とし
　 て研究公開授業を行い、電子黒板を効果的に活
用した授業開発を進める。
ア・教科ごとに学習到達度分析会を年３回実施し、
シラバスに沿った進度や評価の進捗等の確認・
情報共有を行い、学力向上を図る具体的な取組
みを教科・学年・進路指導部が協働し実践する。

イ・持続性のある主体態度を伸張する授業計画を
組織的に立て、教科間の連携を図りながら無理
のない課題を与え、生徒が主体的に学ぶ意欲を
向上させる。
ア・学習支援クラウドサービスを活用し、予習・復習を毎時の授業に反映させる。

イ・朝学や週末課題配信、教育産業の動画配信
サービス等を活用し自学自習習慣をつける。

ウ・教科と連携して「読書啓発月間」を実施し、月に
１冊以上の読書を促す。
	ア・授業アンケート総合3.33以上[3.33]
・「授業計画」3.40以上[3.40]
教育関係資料のアーカイブ化
　前年度比20％増
イ・生徒自己診断「成績・評価は適切」
90％以上を維持[92％]
・生徒自己診断「考えを発表する機会」
90％[89％]
ウ・生徒自己診断「ICT機器が活用されて
　 いる」90％以上を維持[93％]
・「授業はわかりやすい」84％[83％]
エ・電子黒板を活用した研究公開授業を
年５回以上実施[６回}

ア・学力生活実態調査における学力
（２年次２回め）
B２以上25％[25％]、
B３以上50％[50％]　　維持

イ・生徒自己診断「授業に集中」87％
[86％]
「授業・補習を通じて進路に必要な学力
を得ることができる」 88％[87％]
ア・授業アンケート「授業内容について必要な予習や復習ができている」
3.27[3.26]
イ・生徒自己診断「自学自習の習慣がつ
いた」　60％[59％]　
１人１台端末活用86％[85％]
ウ・年間図書貸出冊数：
前年比1.1倍増、{2000冊}
	ア・授業アンケート総合3.40（○）
・「授業計画」3.47（○）
教育関係資料のアーカイブ化　20％増（〇）

イ・生徒自己診断「成績・評価は適切」93％（○）
· 「考えを発表する機会」91％（○）


ウ・生徒自己診断
「ICT機器が活用されている」93％（○）
「授業はわかりやすい」　　　88％（○）
エ・電子黒板を活用した研究公開授業を実施
　　（７回）（○）

ア・学力実態調査における学力
（２年次２回目）　B２以上[32％]（○）
　　　　　　　　　B３以上[33％]（△）
　学力の二極化が進んでいる。学習に対する自主性・主体性を育んでいきたい。
イ・生徒自己診断「授業に集中」92％（◎）

・「授業・補修を通じて進路に必要な学力を得ることができている」91％（○）
ア・授業アンケート「授業内容について必要な予習や復習ができている」3.34（○）

イ・生徒自己診断「自学自習の習慣がついた」
　　68％（○）
　・１人１台端末活用94％（◎）
ウ・年間図書貸冊数{1126冊}（△）
(生徒788・教員338)
授業での利用（探究等）が減少した

	２　将来を見据えた進路を切り拓く力の育成
	（1） 進路指導体制の構築







（2） 探究的学習の推進




	ア・進路指導方針に沿った教科単位の具体的な
３年間の指導計画を策定・共有し、各学年「集中学習会」を実施する。
・外部模試等の結果を踏まえ、進路実現に向けた学習計画や内容の確認・修正を組織的な取組みとして個別に行う。
イ・関西大学・大阪公立大学等との高大連携や、企
業等との連携事業を推進し、キャリア教育を充実
させる。
ア・「総合的な探究の時間」について、教育産業の
動画配信サービスを活用し効率化を図るとともに
SDGsをテーマにした「深い学び」を体現する指導
体制を確立する。
イ・生徒が自発的に探究し、発表する機会を作り
相互評価によって高めあう集団を育成する。

ウ・SDGsに係る探究活動を通して教科横断的・
包括的思考力及び共感力を育成するために
大学や地域と連携した体験的学習を積極的
に導入し、その成果を発表する機会を設ける。
	ア・国公立大学及び難関私立大学現役
合格者250名以上[182]
進路指導の充実85％[84％]
科目選択満足度90% [89％]　
模試等分析会４回　[４回]

イ・生徒自己診断「自分の進路について
しっかりと考えている」79％[78％]

ア・生徒自己診断「探究的な学習を積極的に取り組む」76％[75％]


イ・生徒自己診断「将来の進路や生き方
について考える機会がある」
90％以上を維持[91％]
ウ・「花園進路探究プログラム」として
生徒の体験活動維持　[２企画]
・LETS合同発表会につながる２年次
学年発表会を２回実施　[２回]
	ア・国公立大学及び難関私立大学現役合格者
　　合格者167名（△）　近畿大学合格者数が伸び
悩み。学力不足で公募推薦で結果が出なかった。　
　・進路指導の充実91％（◎）
　・科目選択満足度91％（○）
　・模試等分析会[５回]（○）
イ・生徒自己診断「自分の進路についてしっかりと考えている」85％（◎）

ア・生徒自己診断「探究的な学習を積極的に取り組む」84％（◎）


イ・生徒自己診断「将来の進路や生き方について考える機会がある」94％（○）

ウ・「花園進路探究プログラム」として生徒の体験活動２企画を維持[２企画]（○）
　・２年次学年発表会を２回実施[２回]これ以外にも各ゼミで発表練習を実施（〇）

	３　人権が尊重された教育の推進と社会性の育成
	（1） 自己とあらゆる他者の人権を尊重し、多様性を認め、高め合う感性の育成






（2） 社会性の育成






（3） 自主的な活動への参画




	ア・誰もが生まれながらにして持っている人間として幸せに生きていく権利を尊重する心を育み、互いに認め合う集団育成を進めることをクラス目標とする。
・同和問題について学習し理解を深める。


イ・教科と連携した様々な角度から情報リテラシーの
学習を実践する。


ア・規範意識を持ち、自主自律の精神を育み、基本
的生活習慣を確立するため、生徒会主催の挨拶
運動、遅刻防止週間を実施する。

イ・日常の清掃活動を生徒保健委員会のテーマと
して掲げ、実施計画を立てて実践する。

ア・生徒が企画・運営する花高祭を実現する。
　・ボランティア活動等の地域連携を深めるため
の具体的な作戦を立てる組織を作る。
イ：部活動に係る施設・設備等の充実や指導者を拡
充し、部活動を頑張る生徒を応援する。

	ア・生徒自己診断「人権を尊重することに
　ついて学べている」90％以上を維持[92％]　
・「HR教室は居場所として快適である」90％[89％]　
・３年生において、同和問題に係る人
権学習を１回以上実施　[４回]
イ・３年次12月実施の学校生活と人権
に関するアンケート「インターネットと人権侵害について学んでよかった」
89％[87.2％]
ア・生徒自己診断「私は本校の校則や決
まりをよく守っている」95％維持[95％]


イ・生徒自己診断「教室や廊下等は清掃が行き届いている」69％[68％]

ア・生徒自己診断「HR活動や生徒会活動に積極的に参加」88％以上[88％]

イ・生徒自己診断「部活動が活発」
90％以上を維持　[94％]
　・生徒会活動、ボランティア活動、部活動等自主的な活動で活躍する生徒をブログ等で紹介（年４回以上）。[４回]
	ア・生徒自己診断「人権を尊重することについて学べている」96％（○）
・「HR教室は居場所として快適である」91％（○）


・３年生において、同和問題に係る人権学習を１回以上実施[２回実施]（〇）
イ・３年次、12月実施の学校生活と人権に関するアンケート「インターネットと人権侵害について」を学んでよかった　　97％（◎）

ア・生徒自己診断「私は本校の校則や決まりをよく守っている」86％（△）
　頭髪や身だしなみに関して周りに流されてしまう
生徒が増えている。
イ・生徒自己診断「教室や廊下等は清掃が行き届いている」71％（○）

ア・生徒自己診断「HR活動や生徒会活動に積極的に参加」91％（○）

イ・生徒自己診断「部活動が活発」　　95％（○）

・生徒会活動、ボランティア活動、部活動等自主的な
活動で活躍する生徒をブログ等で紹介[年３回]（△）
今年度は部活動のブログが主であったが、来年
は生徒会活動（学校行事）も積極的に紹介してい
きたい

	４　豊かな国際感覚と優れた外国語運用能力の育成
	（1） 多文化理解教育の一層の充実




（2） 英語４技能を総合的に伸ばす英語教育の充実



	ア・在日外国人や留学生との交流や姉妹校等との対面またはWEB交流を推進し、多文化理解に係る体験的学習を充実させる。

イ・語学教育を通して、他国の文化や伝統、習慣等
について学ぶ機会を充実するために、２年次で
ポスターセッションを行う。
ア・ICTを活用したCanDoリストに基づく４技能を
総合的に伸長する教育を実践する。
・教育産業の学習教材を効果的に活用し、高い
レベルの英語力を育成する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
イ・１年レシテーション及び２年スピーキングコンテストやインターナショナル・フェスティバル等を機会にスピーキングスキルを育成するための講習を充実させる。
ウ・英検準１級対策講座実施、
第二外国語検定を積極的に勧める。
・国際文化科の生徒の英語力到達目標をCEFR-
JのA2.2以上として生徒に動機づけを行い、教
科指導を実践する。
	ア・姉妹校等との交流
　・全北外国語高校とのWeb交流２回
　　夏期海外語学研修実施

イ・生徒自己診断「国際交流・国際理解
教育が充実」90％以上を維持[91％]
第二外国語発表会参加
ア・学力生活実態調査英語（２年次８月実施）において学習到達度の人数
A３以上5.0％以上[10.1％]
B３以上50％以上[71.1％]
イ・授業やレシテーションやスピーキングコンテスト等、生徒の発表機会の充実　
　 speech contest開催、インターナショナル・フェスティバル等参加
ウ・国際文化科３年次12月CEFR-Jの
B1.1以上50％、A2.2以上100％
[46％、100％]
　・英検準１級以上合格者２名[０名]
	ア・姉妹港との交流
　全北外国語高校とのWeb交流
　全北外国語高校との対面交流１回（11月15日
　夏期海外語学研修（７／18～８／９）実施
イ・生徒自己診断「国際交流・国際理解教育が充実」
　　94％（○）

ア・学力生活実態調査英語（２年次８月実施）におい　　　　　て学習到達度の人数
　　A３以上　11％（○）
　　B３以上　66％（○）
イ・授業やレシテーョンスピーキングコンテスト等、生徒の発表機会の充実、英語speech contest開催　インターナショナルフェスティバル等参加

ウ・国際文化科３年次12月CEFR-J
　　B　1.1以上48％　（△）
　　A　2.2以上100％　（○）
　・英検準１級以上合格者[０名]

	５　学校力の向上
	（1） 業務の効率化と生産性を向上させる仕組みづくり及び働き方改革の推進










（2） 広報活動の充実、開かれた学校づくりの推進


	ア・『将来構想委員会』設置し、分掌業務及び各委員会組織の見直しを行う。
・教科・学年・分掌の協働体制を確立
　機能的な学校運営体制の構築

イ・人権、防災、ICT、授業改善に係る職員研修を
各１回実施する。

ウ・ICTソリューションを活用した会議のスリム化及び
情報共有の効率化を実現する。
　・超過勤務の加算時間や除外時間の入力を促し、
正確な勤務時間を把握する。

みどり清朋高校との部活動連携を充実させ、「部活動方針の遵守」に努める。

ア・「花園PRESS」活動を充実し、生徒による広報を
推進する。
　・本校ホームページ及び公式ブログに、日々の
様々な教育活動を掲載・公開し、生徒の様子や
教職員等が取り組む様子を、学校内外に発信
し、信頼される学校づくりを進める。
　・保護者に対し、メール配信サービスやホーム
ページ等を利用して迅速かつ的確な情報を提供
し、情報発信の広報を積極的に行う。
　・
イ・生徒会活動としての地域連携（小学校・中学校・高校など）に取組む。
	ア・教職員自己診断「学年・分掌・教科等
　の会議は有効に機能」70％以上[70％]
・教職員自己診断
「各組織の連携」50％[45％]
イ・教職員自己診断「研修は役立つ」
67％[66％]

ウ・時間外勤務時間1000時間減
[3221時間減]
　　定時退庁日（木曜）の定着化
・時間外勤務月80時間以上の職員
　のべ70人[74人]
　　バトミントン、硬式テニス部は維持、検討中の２クラブの連携を進める。

ア・生徒自己診断「中学生に必要な情報
　 発信を十分行っている」86％[85％]　
　・ホームページまたは公式ブログの更新
　　年30回以上[８回]
　・保護者自己診断
「保護者への連絡や情報提供を積極的に行っている」78％[77％]
・教職員自己診断「保護者や地域に対
して十分な情報を伝えている」
75％[74％]
イ・近隣３高校での生徒会交流
（はひふサミット）年３回[３回]
	ア・教職員自己診断「学年・分掌・教科等の会議は
有効に機能」79％（◎）

教職員自己診断「各組織の連携」65％（◎）

イ・教職員自己診断「研修は役に立つ」63％（△）
　研修内容がマンネリ化しないよう、年度ごとにその内容を精選し、教員に役立つものにしていく
ウ・時間外勤務時間　令和７年１月末までの集計
[前年比7106時間減]　（◎）

・時間外勤務80時間以上の職員数 [21人]（◎）

・バドミントン部、ソフトテニス部はみどり清朋高
校との部活動連携は継続中である

ア・生徒自己診断「中学生に必要な情報発信を十分に行っている」90％（○）
・ホームページまたは公式ブログの更新 年15回（△）来年度はホームページ委員会の立ち上げを予
定。タイムリーな情報をその都度上げ学校の
情報発信につなげていきたい
・保護者自己診断「保護者への連絡や情報提供を積極的におこなっている」85％（◎）
・教職員自己診断「保護者や地域に対して十分な情報を伝えている」75％（○）
イ・近隣３高校での生徒交流（はひふサミット）
　　[１回開催]（１月31日）（△）
　３校の予定が合わず、年度末の１回だけの交流になってしまった。オンライン交流も視野に入れ回数を増やしていきたい



